
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・ 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の 

基
本
的
な
考
え
方

新
し
い
政
策
枠
組
み
で
は
、
毎
回

の
金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
け
る

「
金
融
市
場
調
節
方
針
」
を
、
従
来

の
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
増
加
額
目
標

に
か
え
て
、
短
期
政
策
金
利
と
長
期

金
利
の
操
作
目
標
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
イ
ー
ル
ド

カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、「
金
融
政
策
に
よ

っ
て
長
期
金
利
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
」
と
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
す
。
確
か
に
、「
短
期

金
利
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
が
、

長
期
金
利
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
」
と
い
う
の
が
伝
統
的
な
中
央
銀

行
の
考
え
方
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
米
国
連
邦
準
備
制
度
理

日
本
銀
行
は
9
月
20
、
21
日
に
開
催
さ
れ
た
金
融
政
策
決
定
会
合
で
、「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
導
入
以
降
の
３

年
半
の
経
済
・
物
価
動
向
や
政
策
効
果
に
つ
い
て
総
括
的
な
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
新
し
い
金

融
政
策
の
枠
組
み
「
長
短
金
利
操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
枠
組
み
は
、

２
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量

的
・
質
的
金
融
緩
和
」
の
政
策
枠
組
み
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
長
短
金
利
操
作
を
行
う
「
イ
ー

ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
、消
費
者
物
価
上
昇
率
の
実
績
値
が
安
定
的
に
２
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」

を
超
え
る
ま
で
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
拡
大
方
針
を
継
続
す
る
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
型
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
の

二
つ
を
お
も
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
考
え
方
や
運
営
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
丸
と
う
た
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
。
今
年
８
月
に

全
国
銀
行
協
会
が
「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
仕
様
の
標
準
化

な
ど
、
促
進
に
向
け
た
実
務
上
の
論
点
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度

中
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
だ
が
、
す
で
に
各
行
が
独
自
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
、
調
整
が
難
航
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
法
的
位
置
付
け
な
ど
も
検
討
課
題
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
、
銀

行
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
促
進
す
る
に
は
い
く
つ
も
の
壁
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
報
告
書
づ
く
り

期
待
高
ま
る
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ

　

金
融
機
関
と
他
企
業
と
の
連
携
や

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
に
向
け
た

ツ
ー
ル
と
し
て
、「
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ

Ｉ
」
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
は
、
内
部
シ
ス

テ
ム
の
接
続
仕
様
を
外
部
企
業
に
公

開
す
る
こ
と
を
さ
し
、「
Ａ
Ｐ
Ｉ
の

公
開
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
銀
行
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

（
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
で
は
、
残
高
照
会

や
振
込
な
ど
の
既
存
サ
ー
ビ
ス
を
外

部
企
業
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
す
で
に
、
住
信
Ｓ
Ｂ
Ｉ

ネ
ッ
ト
銀
行
や
静
岡
銀
行
の
残
高
情

報
、
入
出
金
履
歴
の
デ
ー
タ
を
、
マ

ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
家
計
簿
ア
プ
リ

で
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
事
例
な

ど
が
あ
る
。

　

外
部
企
業
が
銀
行
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｉ
の

公
開
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

あ
た
か
も
銀
行
サ
ー
ビ
ス
を
「
自
社

サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
シ
ー
ム
レ
ス
か

つ
低
コ
ス
ト
で
顧
客
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
銀
行
も
外
部
連
携
に

よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
や
利

便
性
の
向
上
に
よ
っ
て
、
顧
客
基
盤

を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｐ

Ｉ
の
公
開
が
広
ま
る
こ
と
で
他
企
業

と
の
連
携
や
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
が

進
み
、
顧
客
が
増
え
て
い
く
好
循
環

は
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

　

今
年
６
月
に
実
施
し
た
全
銀
協
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
48
％
の
銀

行
が
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
回
答
。
そ
の

う
ち
期
待
し
て
い
る
分
野
（
複
数
回

答
）
と
し
て
、
71
％
の
銀
行
が
外
部

企
業
の
ア
プ
リ
か
ら
残
高
照
会
を
行

う
と
い
っ
た
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の
書

換
え
を
伴
わ
な
い
「
参
照
系
Ａ
Ｐ

Ｉ
」
を
あ
げ
、
さ
ら
に
外
部
企
業
の

ア
プ
リ
か
ら
送
金
指
図
を
行
う
な
ど
、

勘
定
系
シ
ス
テ
ム
の
書
き
換
え
を
伴

う
「
更
新
系
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
を
あ
げ
た
銀

行
も
50
％
に
の
ぼ
っ
た
。

　

政
府
の
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１

６
」
で
は
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
つ

い
て
「
官
民
連
携
し
て
検
討
し
て
い

く
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
年

８
月
に
は
全
銀
協
に
「
オ
ー
プ
ン
Ａ

Ｐ
Ｉ
研
究
会
」
が
発
足
（
近
く
オ
ー

プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
検
討
会
に
格
上
げ
予

定
）。
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
仕
様
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
実
務
上
の
論
点
を
議

論
し
、
今
年
度
中
に
報
告
書
を
と
り

ま
と
め
る
予
定
だ
。

難
航
が
予
想
さ
れ
る

銀
行
界
の
歩
調
合
わ
せ

　

こ
れ
ま
で
銀
行
内
部
に
閉
じ
て
き

た
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
接
続
仕
様
を
外

部
企
業
に
公
開
す
る
議
論
だ
け
あ
っ

て
、
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
論
点
は
多
岐
に

わ
た
る
。
そ
の
一
つ
が
「
仕
様
の
標

準
化
」
だ
。
銀
行
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
進
め
て

い
く
に
あ
た
り
、
銀
行
ご
と
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
の
仕
様
が
乱
立
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
外
部
企
業
側
の
開
発
コ
ス
ト
が

高
ま
り
、
コ
ス
ト
が
利
益
水
準
に
見

合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

仕
様
を
標
準
化
す
る
た
め
に
は
、
各

銀
行
が
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
が
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や
一
部

地
銀
が
独
自
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
発
を
進
め

て
お
り
、
銀
行
界
が
足
並
み
を
そ
ろ

え
ら
れ
る
の
か
は
不
透
明
だ
。

　

Ａ
Ｐ
Ｉ
接
続
に
関
す
る
銀
行
シ
ス

テ
ム
の
範
囲
を
巡
っ
て
も
足
並
み
は

そ
ろ
い
づ
ら
い
。
大
半
の
銀
行
が

「
勘
定
系
シ
ス
テ
ム
に
近
い
Ａ
Ｐ
Ｉ

化
を
嫌
が
る
」（
関
係
者
）
た
め
、

現
状
は
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
最

も
外
部
企
業
側
に
位
置
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

に
接
続
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
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顧
客
と
と
も
に

価
値
を
創
り
出
す
施
策
を
重
視

　

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
は
こ
れ
か

ら
銀
行
経
営
に
本
格
的
に
波
及
し
て
く
る
と
認
識

し
て
い
る
。
東
京
Ｔ
Ｙ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｔ
Ｙ
Ｆ
Ｇ
）
傘
下
の
３
行
全
体
ベ
ー
ス
で
、

２
０
１
７
年
３
月
期
は
貸
出
金
利
回
り
、
有
価
証

券
利
回
り
と
も
前
年
同
期
比
で
０
・
１
％
程
度
下

が
る
前
提
で
利
益
計
画
を
立
て
て
い
る
。
東
京
都

民
銀
行
、
八
千
代
銀
行
の
２
行
ベ
ー
ス
で
、
17
年

３
月
期
は
当
期
純
利
益
で
前
年
度
比
20
％
程
度
の

減
益
を
予
想
し
て
い
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
15
〜

16
年
度
の
2
年
間
の
中
計
を
見
直
す
予
定
は
な
い

が
、
日
銀
が
さ
ら
に
金
融
緩
和
を
強
化
し
た
場
合
、

市
場
金
利
が
低
下
し
、
そ
れ
が
銀
行
経
営
に
と
っ

て
向
か
い
風
に
な
る
と
い
う
危
機
感
は
も
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
現
在
の
超
低
金
利
環
境
が

当
面
続
く
」
の
が
ベ
ー
ス
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
に
今
後
の
経
営
戦
略 東

京
Ｔ
Ｙ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ　

社
長

味
岡　

桂
三

地
域
で
き
ら
り
と
光
る

都
市
型
地
銀
を
目
指
し
た
い

東
京
Ｔ
Ｙ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
）
は
東
京
都
民
銀
行
と
八
千
代
銀
行
、
新
銀
行
東
京

の
傘
下
３
行
が
２
０
１
８
年
５
月
１
日
付
で
合
併
す
る
方
針
で
、「
き
ら
ぼ
し
銀
行
」
と
し
て
再
出

発
す
る
。
中
小
企
業
向
け
融
資
や
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
す
る
ほ
か
、
店
舗
効
率
化
や
人
員
の
適

正
配
置
に
全
力
で
取
り
組
み
、
地
域
で
き
ら
り
と
光
る
都
市
型
地
銀
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。


